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究では， HRP法を用いて，ラット胸鎖乳突筋と僧帽筋を構成する m. sternomastoideus (S問， m. 
cleidomastoideus (CM) ならびに m. clavotrapezius (CT) , m. acromiotrapezius (AT) , m. 
spinotrapezius (ST) 各筋の支配運動神経細胞の頚髄前角内での局在およびこれら神経細胞軸索の
末梢経路につき検討を行った口
実験には体重80~120g の S-D系雄性ラット 64匹を用い， 5 ~20μlの25%HRP一生食水溶液を上記
5 筋とこれらの筋の深部にある肩甲舌骨筋 (OH) , m. occ ipitoscapularis (OS) ，広背筋 (LD) に
下記の条件下で注入し， 17~24時間動物を生存させて後，脊髄をとりだし，通法に従い benzidine 反
応を施し HRP陽性細胞の分布を検索した。
1. SM , CM , CT , ATおよび STへの注入例では，各筋につき 7 匹を用いー側に HRP を注入した。
各筋中最大の ATでは，さらに 2 匹を用い，ー側は吻側半に，他側は尾側半に HRP を注入した。つい
で，各筋 3 匹を用い，頚静脈孔付近で副神経脊髄根のみを切断し，各筋の HRP陽性細胞の出現範囲
の変動を検索した。
I. HRP溶液の深部筋への漏出の有無を調べるべく，次の実験を行い，上記 I の実験結果との比
較，検討を行った。まず第 1 に， CM , CT および STの各筋につき 2 匹を用い，頚・副両神経を含
むー側の支配神経を切断後，両側性に HRP を注入した。つづいて， CM と CTの深部筋OH，および
-203-
STの深部筋LDの各筋につき 2 匹を用い，両側性に HRPの注入を行うとともに，さらに 2 匹のラッ
トを用い， ATの深部筋OSの支配神経の一部を両側切断後，一側はAT，他側は OS に HRP を注入し
た。
本研究でのラット頚髄前角細胞群の分類は先に報告した著者らの分類 (1980) による口 SM ， CM , 
CT , AT , ST各筋注入例での HRP陽性細胞は，注入側の頚髄前角に出現し，前角内側部では C1 の第
1 群から C2 の第 2 群にわたる内側細胞柱 (column-M) ，外側部では C2尾側半と C3 の第 6 群， C4 の
第 5 群外側部から背内側部， Cs と C6吻側半の第 4 群外側部にわたる一連の外側細胞柱 (column-L)
および~C3 から Cs にわたる第 5 群 (C4吻側では同群内側部，それより尾方では腹側あるいは外側部)
を占める細胞柱 (column-5 )を形成する。副神経切断により column-M と Lの陽性細胞は消失するが，
column-5 の細胞に変化はみとめられない。以上の結果から， column-M と Lの陽性細胞の軸索は副神
経脊髄根を，一方， column-5 の陽性細胞の軸索は頚神経を経由すると考えられる。
SM注入例での HRP陽性細胞は column-M にのみ存在するが， CMでは column-M ， C 2 と C 3 の col­
umn-Lおよび少数がC3 の column-5 の背側部に存在し， C 2尾側で、は column-M と L をつなぐ陽性細胞
が少数みとめられる。一方，僧帽筋に属する CT ， AT , ST各筋注入例での陽性細胞は column-Mtこは
みとめられず， CTでは C2 と C3 の column-L およびごく少数がC3 の column-5 に存在するが， AT で
は C3 と C4吻側半の column-L および、C3 と C4 の column-5 に存在し， AT吻側半注入例では主に C3 に，
尾側半では C3 と C4 に陽性細胞が出現する。また， ST注入例での陽性細胞はC4 から C6 中央にわたる
column-L と Cs の column-5 に存在する。
頚神経を経由する column-5 の陽性細胞は，下記の実験結果から，同じく頚神経支配をうける深部
筋に HRPが漏出した結果生じたものではないとみなされる。
1 . CM , CT , ST各筋注入例での HRP陽性細胞は，頚・副両神経を含む支配神経の切断により全て
消失する。
2. CM , CT , AT , ST各筋の頚神経経由陽性細胞の分布域は，これら 4 筋の深部筋である OH，菱形
筋(著者らによりすでに報告)， LD各筋の HRP陽性細胞の分布域と異なる。
3. ATの深部筋である OSの HRP陽性細胞の一部は C3 の第 5 群にみとめられるが，これらは OS 支
配神経の部分的切断により消失する。これに対し， AT注入側の C3 の第 5 群の陽性細胞に変動はみ
とめられない。
本研究結果から，ラット胸鎖乳突筋と僧帽筋支配の副神経経由運動神経細胞は 前角の内・外側部
でそれぞれ column-M と L を形成し，両 column は C 2尾側で互いに連絡し ， C 1 から C6 中央にわたる副
神経脊髄核を形成することが明らかになった。また，上記両筋支配の頚神経内には運動線維が存在し，
その細胞体は前角外側部でC3 から Cs にわたる column-5 を形成する。 SM ， CM ， CT ， AT ， ST 各筋




本研究は HRP法を用い，ラット胸鎖乳突筋と僧帽筋を構成する m. sternomastoideus , m. cleido ・
mastoideus ならびに m. clavotrapezius , m. acromiotrapezius , m. spinotrapezius各筋の支配運動
神経細胞の頚髄前角内での局在を調べ，さらにこれら神経細胞軸索の末梢経路につき検討を加えたも
のである。
この結果，これら運動神経細胞には，軸索が副神経脊髄根を経由するものと，頚神経を経由するも
のの 2 種類が存在し，各々が頚髄前角において別個の細胞柱を形成することが確認された。さらに上
記 5 筋の支配運動神経細胞が，これら細胞柱内において吻尾方向に明瞭な体性局在を示すことが明ら
かになった。
以上のように北村清一郎君の論文は胸鎖乳突筋と僧帽筋を支配する運動神経細胞の局在ならびにそ
の軸索の末梢経路につき新しい知見を加えた優れた業績であり 歯学博士の学位授与に充分値するも
のと言忍める。
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